Ｄｅｓａｒｇｕｅ　の定理の射影幾何学的証明。
Ｄｅｓａｒｇｕｅ　の定理　図のＱ、Ｒ，Ｐは同一直線上にある。

証明　直線ＡＣをℓ、直線ＤＦをｍと記す。直線ＱＲをｎと記す。

３直線　ℓ、ｍ、ｎ　と　直線ＯＢの交点を、それぞれ　Ｉ，Ｊ，Ｋ　とする。

２直線ＢＣ，ＥＦと直線ｎの交点を、それぞれＰ₁、Ｐ₂とする。（BCとEFの交点はP）
このＰ₁とＰ₂が同一である事を示せばよい（何故なら、この事を示せると　Ｐ＝Ｐ₁＝Ｐ₂となり、３点Ｐ，Ｑ、Ｒが同一直線ｎ上に　のる事になるので）。

Φ　を　Ｏを中心とするℓからｍへの射影、
Φ₁を　Ｂを中心とするℓからｎへの射影、
Φ₂を　Ｅを中心とするｍからｎへの射影　とする。
Ｑ，Ａ，Ｉ，ＣのΦによる像は、□、□、□、□。
よって、複比（Ｑ，Ａ；Ｉ，Ｃ）＝（□、□；□、□）　・・・①
Ｑ，Ａ，Ｉ，ＣのΦ₁による像は、□、□、□、□。

よって、複比（Ｑ，Ａ；Ｉ，Ｃ）＝（□、□；□、□）　・・・②
Ｑ，Ｄ，Ｊ，ＦのΦ₂による像は、□、□、□、□。

よって、複比（Ｑ，Ｄ；Ｊ，Ｆ）＝（□、□；□、□）　・・・③
①、②、③より、
（Ｑ，Ｒ；Ｋ，Ｐ₁）＝（Ｑ，Ｒ；Ｋ，Ｐ₂）

故に、
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すなわち、RP₁：QP₁＝RP₂：QP₂

すると　P₁、P₂は　線分RQをおなじ比で外分していることになる。よってP₁とP₂は同一。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終わり）
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